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くの学びと気づきというお土産をドッサリ持って帰ることができています。私自
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せん。ところが、それを外から見ながら事業をコーディネートしている協会の職

員には、どうも何かおかしい、やっていることがそこに来ている外国の方たちの

求めているものではないのではないかと感じられていたようです。それで、私た

ちはそう感じた協会の職員と相談して、少しずつ日本語教室を変えてきました。

その結果、今では「先生」はいなくなり、日本語ボランティアを私たちは「日本

語交流員」と呼んでいます。元は「生徒」と呼ばれていましたが、日本語を学習

に来ている学習者は「参加者」と呼ぶことになりました。参加者と呼ぶと日本人

も外国の方も全部同じ立場になりますけれども、呼び方を変えるとともに、私た

ちの意識も変わってきました。「何々先生」なんて呼んでいたのが「何々さん」、

「私のクラスの生徒」と言っていたのが、「何々グループの何々さん」というふう

に表現も変わってきました。

◆「まちづくり」にもつながる日本語コース

当時は、協会の職員が、何かこんな声が聞こえるんだけどとか、こんな要望が

出ていますよと私たちに教えてくれていたのですが、協会の職員は日本語の専門
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が、東京都の真ん中に位置し、JR中央線が東西に通っており、大変交通の便の

いいところです。他地域からもたくさんの外国の方たち、あるいはボランティア

もですが、この武蔵野の国際交流協会に集まってきています。武蔵野市は、いわ

ゆる典型的な大都市郊外の住宅地域です。にぎやかな駅前商店街もありますし、

いろいろな文化、教育施設も整っております。大変便利なところと言っていいと

思います。

◆ 自分たちで考えながら変えていく　

日本語教室ですが、1989 年に武蔵野市の国際交流協会が

設立されまして、その翌年から行われています。武蔵野方式

として大変有名になりましたけれども、教室活動とそれから

参加者（学習者）一人一人に日本人のボランティアを紹介す

るマンツーマン活動と呼ばれる活動が並行して行われる形で

日本語教室をしています。現在は、武蔵野市の日本語教室は

グループ形式で行われています。複数の参加者と複数の日本

語ボランティアが参加するグループが複数、ひとつの教室に

集まって日本語活動をしています（右上写真）。そしてその場

のコーディネートをする日本語学習支援コーディネーターと

いう存在がいます。私も日本語学習支援コーディネーターですし、それから今、

お話をなさいました宮崎さんも同様のコーディネーターとして活動しています。

最近は大変参加者が多様化してきまして、日本語コースも多様化しました。例え

ば保育付きの「親子コース」であるとか、子どもたちだけを対象にした「個人レ

ッスン中心コース夏休み特別子どもプログラム」、それから一般成人と一緒に小

学生から参加できる「夜の日本語コース」などが行われています。MIAの日本

語コースというのは、それぞれの市民、外国人も含めてですけれども、市民が持

っている思いを形にする活動です。つまり、それは市民活動だということができ

ると思います。今、MIAの日本語コースは4つありまして、曜日がそれぞれ違い

ます。そして時間帯も少しずつ異なっています。1年を 3期に分けて3期制で行

われています。

お話しすると何か大変順調にきたように聞こえますが、武蔵野市の日本語教室

は1人の日本語教師と複数の参加者がいる、いわゆる教室活動形式で始まりまし

た。ところが、担当者は代わらないで同じように日本語を教えているのに、参加

者が集まらない状況が起き、年々少なくなりました。担当者には理由が分かりま
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が、日本語の指導者もしくはボランティアそれぞれに求める条件にどういったも

のがあって、謝礼はどのぐらいか、お聞かせ願いたいと思います。特に、日本語

力がゼロでビギナーレベルの外国人の学習者を教えたりするのは、かなり難しい

のではないかと思いますので、そういったところも併せて教えていただければと

思います。

田中 「えひめ JASL」の場合は、指導するまでに非常に長く訓練期間がありま

して、やっとその課題をクリアして初めてプライベートレッスンを行います。プ

ライベートレッスンは先ほども申しましたように有償のボランティアということ

で、ワンレッスン45分 500円、外国人の方々がコーヒー1杯を教師と一緒に分

け合う程度のお金ということで、あるいはその500円でも大変という人もありま

す。でも、教師の方も非常に準備にお金がかかりますし交通費もかかります。お

金持ちだけがボランティアができるという時代ではないと思いますし、教師もそ

れだけいただくからには責任を持って教える、そして習う方も JASLのしっかり

した訓練を受けた先生に、自分がお金を、貴重なお金を払って勉強すると、そう

いうようなお互いの信頼感を得るために有償ボランティアといたしました。

それと県などからの委託事業では、県の方からコーディネーター料や指導者謝

金をちゃんといただいており、JASLの規定で、余分にいただいたお金は JASL

に寄付するということで JASLの資金になっております。謝金をいただくように

なるまでの訓練が非常に厳しいということだけを申し上げておきたいと思いま

す。

野山 我々が実際に松山にうかがって聞いたことは、訓練の場で公開して授業を

するんですけれども、そこには歴代の先輩方がズラッと並んで見に来るわけです。

意見を言ってくださるわけですが、考えようによっては非常に大変な場です。そ

れに耐えてあるいはそれを通過して初めて現場に立てるというような、厳しい訓

練をなさっている団体ということです。

今井 石川県国際交流協会にはボランティアはいません。うちの協会で働いてい

る石川県日本語講師会の先生方には、1時間2,000円から3,000円の謝金をお支払

いしています。ただし、交通費は出ません。会員の中には隣の富山県や福井県か

ら通っている方もいらっしゃいますし、協会がある場所が駅前の一等地というこ

ともあって、駐車場の料金は 1時間 400 円かかるのです。2時間授業をすると

800円ですので、ボランティアではないんですけれども決して謝金が高いとは思

えません。

野山 日本語講師になれる資格というか、どういう認定を受けていますか。

73地域日本語教育から考える共生のまちづくり──全国フォーラム分科会

家ではありません。直接にグループ活動を担当することもありませんので、日本

語コース全体の様子を外側から見ることができるのです。ですから、コースの中

で日本語学習支援コーディネーターが気づいたことを協会の職員や参加者の皆さ

んと一緒に話し合いながら、自分たちでコースをつくっています。

日本語コースの構成員ですが、申し上げましたように参加者と呼ばれる学習者

がいます。それから日本語交流員、そして、日本語交流員ではないけれども、保

育の方のボランティアをしてくださる保育スタッフという方たちがいます。それ

から日本語学習支援コーディネーター、もちろん教室の運営をいろいろな形で支

えてくれる協会の職員もいます。これらの人たちが直接的に教室にかかわってい

ます。時に応じて保育スタッフに、保育を勉強している大学の学生さんが加わる

こともあります。日本語教育を研究している大学院生などが教室のスタッフとし

て同じ立場でかかわって、コースをつくるということもあります。大変開かれた

コースで、いろいろな人がいろいろなときにかかわってきます。

これからですが、教室の中にはみんなが同じ立場で参加するという多文化共生

がある程度起きているような気がするんですが、コースが終わって参加者の方が

「さよなら」と言って町の中に帰っていくとき、あるいは子どもたちが学校に戻

っていったとき心配になるときがあります。多文化共生は日本語コースの中だけ

でいいのだろうか、それをどのように地域に生かしていけるのだろうか、それが

私たちのまちづくりにつながっていくのではないか、日本語コースはまちづくり

にかかわっているのではないかというふうに今は感じています。

■質疑応答

野山 5人の報告をいただき、これから議論を会場になるべく開きたいと思いま

す。報告は、それぞれ地域ごとに、あるいは団体や機関ごとに行っている活動お

よび知識等々を含めて、共通している部分もありますけれども違うというところ

もあります。例えば、松山の有償ボランティアという言葉について、初めて聞い

たという方もひょっとしたらいらっしゃるかもしれません。質問、コメントがお

ありの方、手を挙げていただければ幸いです。

◆ ボランティアの有償について

質問者その① 横浜市国際交流協会から来ました。皆さんにお聞きしたいのです

72


